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Abstract Brown and yellow types in the forewing fringe color in the so-called “Eurema hecabe 
(L.)" show sympatric distribution on Okinawajima Island in the Ryukyu Islands and occurrence of 
their characters is closely linked with seasonal wing morph expression and host plant use (Kato, 
2000a, b). Further, these sympatric types are sexually isolated at the level of behavior (Kobayashi 
et al., 2001). In the present study, distribution pattern of these two types was investigated in south- 
western Japan (16 sites) and Taiwan (3 sites) and their taxonomic status was reevaluated. In 
Amami-Oshima, Kuroshima, Kumejima, Taketomijima, Iriomotejima and Yonagunijima Islands, 
only the brown type was found while in Kagoshima-shi, and Okinoerabujima, Yoronjima and 
Tokashikijima Islands, only the yellow type was seen. Sympatric distribution of the two types was 
found in Tokunoshima, Okinawajima, Miyakojima, Ishigakijima and Haterumajima Islands, and 
Taiwan. The fringe color type was linked with seasonal wing morph expression and host plant use 
in all populations, as shown in previous papers (Kato, 2000a, b). These results strongly suggest 
that the two types have differentiated at the species level. 


The examination of the lectotype of Papilio hecabe Linnaeus, 1758 revealed that it was the brown 
type. Based on these, we here propose that the yellow type butterflies belong to a different species, 
Eurema sp. 


Key words Eurema hecabe, Eurema sp., fringe color, seasonal wing morph, host plant use, sym- 
patric distribution, taxonomical status. 
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キチ ョ ウ Eurema hecabe (L) は 東洋 熱帯 を 中 心 に 広範 囲 に 生息 し . その 分 布 城 は , 北 は 本 州 北部 や 中 
国 大 陸 北 部 , 南 は オー スト ラリ ア 大 陸 , 東 は 南 太 平 洋 の フィ ジー 諸島 , 西 は アフ リカ 大 陸 な どの , EA 
帯域 や 温帯 域 に も 及ぶ . 本 種 は 多 化 性 で あり , 季節 に より 異な る 色彩 パタ ー ン (季節 型 ) を 示す . 日 本 
で は , 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 な どの 温 淀 域 か ら 南 西 諸 島 の 亜熱帯 域 に 普通 に 分 布 する . 寄主 植物 に つい て 
は , 主 と し て マメ 科 (Fabaceae) 植物 が よく 知ら れ て いる が , 地 域 に より クロ ウメ モドキ 科 
(Rhamnaceae), h トウ ダイ グ サ 科 (Euphorbiaceae), オト ギリ ソウ 科 (Guttiferae) な どの 種 も 利用 され て い 
る (福田 ほか , 1982; Yata, 1995; 五十嵐 ・ 福 田 、 2000). 本 種 kecabe は 1758 年 リン ネ に より 中 国 大 陸 の 
広東 より 記載 され た (Linnaeus, 1758). 


特に 本 種 は 次 の 色彩 パタ ー ン に 多様 な 季節 的 ・ 地 理 的 変異 が ぴ 生 じ る た めも あり , それ 以後 中 国 中 部 
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72^ D HEFE anemone C. & R. Felder (1862), H ZKZK E: 7^ 5 (X fli mandarina (de l'Orza, 1869), 台湾 か ら 
亜 種 opsozz (Butler, 1880) な ど を 含め 数 多く の 亜 種 が 記載 され た (白水 , 1960; Yata, 1995). yos 
Yata (1989) (3 は キチ ョ ウ pezg 属 の 分 類 を 再 検討 し た 際 に , duct HA Z^ 5B Evi EXEC BP ジア 
大 陸 部 の 熱帯 域 に 分 布 す る キチ ョ ウ 個 体 群 は , AREER EB び 裏 面 の 褐色 斑紋 パタ ー ン ipae 
応じ て 連続 的 な 変化 を 示す クラ イン 的 変異 で ある こと を 指摘 し . これ ら を 異な る 亜 種 の 複合 と は 

め ず に 一 つの 亜 種 kecabe に 統合 し た . 


最近 、 我々 は 亜熱帯 域 を 含む 日 本 列島 に 分 布 す る キチ ョ ウ の 季節 型 決定 に 関与 する 光 周 反応 や 寄主 
利用 な どの 地理 的 変異 を 研究 する 過程 に お いて , 日 本 産 キ チョ ウ は 前 次 表面 の 縁 毛 の 色彩 が 異な る 
ニニ つの 集団 (黄色 型 と 褐色 型 ) か ら な る こと を 明らか に し た (Kato & Sano, 1987; Kato & Handa, 1992; 
Kato et al., 1992; 加藤 , 1999a; Kato, 2000a, b). 前 者 は 主として 日 本 本 土 な どの 温帯 域 に 生 貞 し , 後者 は 
琉球 列島 な どの 亜熱帯 域 に 生息 する . これ ら の 型 は 季節 型 発現 様式 や 寄主 植物 種 を 異 に する . 松野 
(1999) は また , これ ら 2 つ の 型 で は 雄 の 競 表 の 紫外 線 反 射 が 異な る こと を 報告 し た . し か も , 沖縄 島 
で は これ ら の 型 は 同 所 的 に 分 布 し て お り , その よう な 個体 群 間 で は 行動 レベ ル で の 生殖 隔離 が 存在 
する こと も 実験 的 に 示さ れ た (Kato, 2000c; Kobayashi et al., 2001). これ ら の 型 の 間 で は 同 所 的 また は 
凌 所 的 に か か わら 3^, 雑種 第 一 代目 は 生じ る が , その 子孫 は 生 ぜ ず 雑 種 崩壊 が 起こ る よう で ある Gk 
発表 観察 ) きら に , アロ ザイ ム 並 びに DNA 分 析 に より これ ら の 2 型 は 遺伝 的 に 異な る こと も 明らか 
と な りつ つ あ る (野村 ・ 加 藤 , 1996; 成田 ほか , 私 信 : 新川 ほか , 私 信 ). これ ら の こと か ら , 分 類 学 的 に 
みて それ ぞ れ の 型 が 異な る 亜 種 と みな すこ と は 無理 が あり , 種 レ ベル に 分 化し た 集団 に 相当 する こ 
と が 強く 示唆 され る . 国外 に お いて は , 台湾 産 キ チョ ウ に お いて 緑 毛色 や 季節 型 変 異 , 利用 植物 な ど 
の 相違 が 報告 され て いる (内 田 , 1991; cete 1996) の で , 国内 同様 に 種 レ ベル で 異な る 2 つの 集団 が 存 
在 する 可能 性 が 高い 


本 研究 で ! は , 日 本 の 南西 部 (特に , 南西 諸島 の 島々 ) 及び 台湾 に 分 布 す る キチ ョ ウ 個 体 群 の 縁 毛色 や 季 

節 型 変異 . さら に は 利用 食 草 を 調査 し た 結果 , 多く の 地域 に お いて 2 型 の キチ ョ ウ が 同 所 的 1 pud 
る こと が 明らか と な っ た さら に , リン ネ の 記載 に 用 いた タイ プ 標 本 (後に . レク ト タ イ ブ 指 定 ) 338 
色 型 に 属す る こと か ら , 黄色 型 は 種 ヵ ecgpe か ら 区 別して, 別種 Eurema sp. ( 和 名 : キタ キチ ョ で あ 
る こと を 提唱 する 


材料 と 方 法 


1995 年 11 月 より 2004 年 12 月 に か け て 鹿児島 市 , 南西 諸島 , 台湾 の 19 地域 (Rig. 1) に お いて キチ ョ ウゥ 
の 成虫 を 捕獲 し . そ れ ら の 個体 の 性 別 , HL OO CE Gu, 次 の 季節 型 変異 を 記録 し た . 


前 次 表 面 の 縁 毛色 の 判別 は 前 報 (加藤 , 1999; Kato, 2000a) に 従っ て 行い , 2 つの 型 , 褐色 型 GREDE 
色 ま た は 部 分 的 に 褐色 ) と 黄色 型 ( 緑 毛 が 黄 色 ) に 分 類 し た . 縁 毛 が 失わ れ て , 判別 が 不可 能 な 個体 は 
デー タ か ら 除 外し た . 


A ec ier A MM すなわち , 前 次 表 面 の 黒 帯 の 形 と 大 き さ 

こよ り 7 有 段階 (B0-B6) に 分 け , 前 次 裏面 の 褐色 斑 の 発達 に より 4 段階 (M0-M3) に 分 けた . スコ ア 2: 
pA ias b oe b 0, B6 は 黒 帯 が 消失 poa た は 痕跡 的 な も の と し , その 間 に 
段階 を 設け た . 裏面 に つい て は 特に , 先端 部 の 褐色 斑紋 が 発現 し て いな いも の を スコ ア MO と し , h 
きく 発達 し た も の を M3 と し , その 中 間 を 2 段階 に に 区 別 し た . な お , 縁 毛色 の 判定 不能 の 個体 は 斑紋 パ 
ター ン の 判別 か ら も 除外 し た . 


Cd D O2RECAKMOSU TT ー ン が 大 きく 異な る (Kato, 20003) の で , 野外 に お いて 秋 型 が 採集 
で き な か っ た 場合 に お いて , 雌 個 体 か ら 得 た 卵 を , 秋 型 誘起 条件 (12L-12D, 20*C) で 羽化 まで 飼育 L, 
Eu um ター ン を 記録 し た . 幼虫 の 飼育 に は , AA Gek OOR BEUA 
ド ハ ギ (黄色 型 座 より の 交 虫 ) を 用 いた . 


日 本 各地 に お ける 寄主 利用 に つい て は , Ou MS と 共に , 卵 や 幼虫 な どの 有無 を 
調査 し た . これ ら の 幼生 期 が いずれ の 型 に 属す る か を 確認 する た め に , それ ら を 実験 室 に 持ち 帰り 成 
虫 ま で 飼育 を 行っ た . 食 草 と し て は 野外 で 利用 され て いた 場合 と 同じ 種 の 葉 を 用 いた . 羽化 成虫 の 縁 
毛色 を 観察 し . そ の 型 を 上 記 と 同様 に 判別 し た . た だ し , INN 該当 地域 で 
は その 利用 が 確認 され な か っ た も の も 記録 し た . また 台湾 に お ける 寄主 植物 の 利用 調査 は その 時 期 
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Fig. 1. Survey sites and number of butterflies of the brown and yellow types caught in the fields of 
south-western Japan and Taiwan. €: brown type. O: yellow type. 


が 晩秋 と いう こと も あり , 十 分 に は 行え を な か っ た . 
キチ ョ ウ の タイ プ 標 本 (レク ト タ イ プ ) の 調査 は 肉眼 並び に 写真 撮影 に より 行っ た . 


結 m 


1. 日 本 及び 台湾 に お ける キチ ョ ウ 2 型 の 分 布 


Fig. 1 は 日 本 南西 部 お よび 台湾 に お ける 野外 で の 成虫 の 採集 記録 を 示す . 調査 回 数 や 調査 季節 に よ 
り , 採集 され た 個体 数 は さま ざま で ある が , 黄色 型 の み が 記 録 さ れ た の は 鹿児島 市 の 他 に , 奄美 諸島 
の 沖 ノ 永 良 部 島 や 与論 島 , 沖縄 諸島 の 渡 玄 敷 島 で あっ た . 一 方 , 採集 し た 成虫 が 褐色 型 の み の 地域 は . 
八重 山 諸島 の 人 竹富 島 , MEB, 黒島 , それ に 与那国 島 で あっ た . 黄色 型 な ら び に 褐色 型 の 両方 が 採集 さ 
れ た 地域 は , 沖縄 島 の 他 に , 奄美 大 島 , 久米 島 , 宮古 島 , 石垣 島 , 波照間 島 , 西表 島 , そし て 台湾 各地 で あ 
っ た が , 奄美 大 島 及 び 西 表 島 で 採集 され た 黄色 型 の 個体 は 少数 で あり 以下 に 述べ る よう に それ ら は 
いずれ も 典型 的 な 秋 型 で あっ た . 


2. 野外 お よび 飼育 個体 に お ける キチ ョ ウ 各 型 の 季節 型 変異 





野外 採集 個体 に お ける 斑紋 パタ ー ン の 変異 幅 を Table 1 に 示す . 調査 し た いずれ の 地域 の 個体 群 に お 
いて も ., 斑紋 パタ ー ン の 変異 幅 が 褐色 型 と 黄色 型 の 間 で 明らか に 異な っ て いた . 褐色 型 で は 前 翔 表面 

里 帯 の 形 と 大 き さ を 示す B ス コア は BO か ら B4 の 変異 幅 を 示し た の に 対し て , 黄色 型 で は BS か ら 
B6 の 斑紋 パタ ー ン を 示す 個体 が 出現 し た . さら に , 調査 時 期 の 関係 で , 野外 に お いて スコ ア BA, また 
は BS や B6 の 個体 採集 で き な か っ た 場合 は . 12L-12D の 短 日 日 長 条件 下 (温度 20'C) に お いて 幼虫 を 
飼育 し た と ころ , その よう な 秋 型 個体 が それ ぞ れ の 型 に お いて 誘起 され た (Table 2). 一 方 , MARHE 
の 褐色 斑 の 変異 幅 も 、 黄色 型 と 褐色 型 の 間 で 異な っ て お り , 黄色 型 は その 発達 程度 が 低く , その 発現 
は M2 レベ ル ま で で あっ た が , 褐色 型 で は スコ ア は M3 レベ ル ま で 及 ん で いた . また , Figs 2-9 に は 調 
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Figs 2-5. Wild-caught or laboratory-reared specimens of the brown type. Left, upperside; Center, 
underside; Right, fringe. 2. Amami-Oshima $ (score BO, MO). 3. Miyakojima 『 (score B4, 
M3). 4. Yonagunijima 4 (score B4, M3). 5. Taiwan, Wulai (sore B4, M2). 


ft L7: 4 02 08ÀÀ«CBwve cox zu U Ammon mueg3. 
3. 各地 域 に お いて キチ ョ ウ 2 型 に より 利用 され て いる 寄主 植物 種 
日 本 各地 で の 利用 寄主 は Table 3. お よび Fiss 10-11 に 示 き れ て いる . 黄色 型 の み が 生 息 す る 地域 に お 
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Figs 6-9. Wild-caught or laboratory-reared specimens of the yellow type. Left; upperside, Center, 
underside; Right, fringe. 6. Okinoerabujima * (score BO, MO). 7. Haterumajima キ (score 
B6, M1). 8. Miyakojima 4 (score B5, MI). 9. Taiwan, Liouguei 4 (score B5, MI). 


いて の 利用 植物 種 は 主として マメ 科 2 種 (ヤマ ハギ Lespedeza bicolor, 2 ド ハ ギ Lespedeza cuneata) の 
他 に . ク ロウ メモ ドキ 科 2 種 (ヒメ クマ ヤナ ギ Berchemia lineata, 7 W 4 P Sageretia thezans) で あっ た . 
一 方 , 褐色 型 の み が 生 息 す る 地域 に お いて は . 主 と し て マメ 科 $ 種 (ハマ セン ナ Ormocarpum 
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Table 1. Range and median in seasonal wing scores of the brown and yellow types caught in the fields of 
south-western Japan and Taiwan. 
















































































B-score M-score 
localities Months No. BO Bl B2 B3 B4 B5 B6 MO MI M2 M3 
(Brown type) 
Japan 
Amami-Oshima 7,9 71 E O 
11 37 ——n —— 
Tokunoshima 5 30 B — — — —— iA — —— 
Okinawajima 5 83 -———— ——— — —— HN 
Kumejima 5 53 E E 
Miyakojima 3 16 — H E 
Ishigakijima 4 5 152 E E- 
11,12 95 — a — ——n — 
Taketomijima 5 30 E~ E 
Kuroshima 5 11 E E 
Kohamajima 12 25 E ーー 
Iriomotejima 45 N2 E BE 
12 5 一 sc oss 
Haterumajima 5 16 E E~ 
12 30 EH ーー 
Yonagunijima 11 76 E ーー 
Taiwan 
Wulai 11 9 —— E- E 
Puli 11 14 —-É—————— E 
Liouguei 11 40 MN ——————— = 
(Yellow type) 
Japan 
Kagoshima-shi 11 38 B —— — 
Amami-Oshima 1 11 E B 
Tokunoshima 5 14 ーー —— — — ——— B — 
Okinoerabujima 5 49 m ——- — 
11 68 E —E — 
Yoronjima 11 61 —E ——- BA — —— 
Okinawajima 5 48 H a — ーー 
Kumejima 5 3 一 一 一 B 
Tokashikijima 3 6 EE pc ——Mi — 
Miyakojima 3 17 ー 一 置 一 一 ——HNA — 
Ishigakijima 5 13 E aA — 
11,12 45 E —— — 
Iriomotejima 10 5 | E 
Haterumajima 5 5 m —— — 
12 2 E B8 — —— 
Taiwan 
Wulai 11 10 — E- —— 
Puli 11 12 = B ——n 
Liouguei 11 9 n —— 








cochinchinense, アメ リカ ツノ クサ ネム Sesbania exaltata, モク セン ナ Cassia surattensis, ナン テン カズ 
7 Caesalpinia nuga) が 利用 され て いた . 二 つ の 型 が 同 所 的 に 分 布 す る 地域 に お いて も 黄色 型 に よる 
利用 種 と し て リュ ウキ ュ ウ クロ ウメ モドキ Rhamnus liukiuensis が, 褐色 型 に よる 利用 種 と し て ヤ ハ ズ 
ソウ Kummerovia striata が 追加 され た 他 は , 両 型 に よる 寄主 利用 は は っ きり と 区 別 き され て いた . た だ , 
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Table 2. Range and median in seasonal wing scores of two types reared under 12L-12D at 20°C from some 
localities of south-western Japan. 























B-score M-score 
localities No. BO Bl B2 B3 B4 B5 B6 MO MI M2 M3 
(Brown type) 

Tokunoshima 13 — E = 
Kumejima 16 ーー ーー 
Miyakojima 12 ——— ————— iB —— 
Kuroshima 22 B |." 
Haterumajima T H ——Mm — 
(Yellow type) 

Tokunoshima 34 ——— —— B — 
Kumejima 5 ——n 一 一 一 
Miyakojima 14 — a.—-— —2—- 
Haterumajima 11 E E 





クサ ネム Aeschynomene 7 の gcg だ け は 両 型 に より 利用 きれ て いた が , それ は 一 方 の 型 し か 分 布 し て い 
な い 地 域 に 限ら れ て いた . また , 卵 や 幼虫 , 踊 の 形態 を 観察 し た が , 黄色 型 と 褐色 型 の 間 に 顕 著 な 差異 
は 認め られ な か っ た . 台湾 で は , タイ ワン クロ ウメ モドキ Rhamnus formosana に 産卵 する 黄色 型 の 雌 
を 観察 し た 他 は , いずれ の 型 の 産卵 雌 。 卵 や 幼虫 も みい だ せな か っ た . 


4. タイ プ 標 本 の 調査 


Fig. 12 は 1758 年 リン ネ に よる 記載 に 用 いら れ た hecabe ( 肉 個体 ) の レク ト タ イ ブ を 示す . H AE 
は , 黄色 の 縁 毛 も わずか に み ら れ た が 主として 褐色 を 示し , この 個体 は 褐色 型 と みな され た . WAK 
の 黒 帯 スコ ア は BO で あり , 明らか な 夏 型 で あり , 前 交 裏 面 の 褐色 斑紋 は 出現 し て いな か っ た (スコ ア 
MO). また 前 後 翔 裏面 に , 淡い 褐色 で 縁取 られ た 中 室 端 斑 が み ら れ た . 


Figs 13-14 に は Butler (1880) に より 台湾 か ら 記 載 さ れ た /o2sozz ( 雄 お よび 雌 個 体 ) (後に 亜 種 と され 
た ) の タイ プ 標 本 (シン タイ プ ) が 示さ れ て いる . いずれ の 個体 と も 前 次 縁 毛 は ほとん ど 消 失 し て お 
り , 緑 毛色 型 を 判定 する こと は で き な か っ た . また 前 超 表 の 黒 帯 幅 , 後 閉 裏 面 の 褐色 斑紋 の 発現 レベ 
ル も 類似 し て お り , いずれ も 典型 的 な 夏 型 (B0, M0) で あっ た . 


議論 


本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 お よび それ ら の 周辺 の 島々 な どの 温帯 日 本 に 分 布 し て いる キチ ョ ウ は , WARKA 
の 緑 毛 色 が 明瞭 な 黄色 を 早 す る こと は よく 知ら れ て いる (川副 ・ 若 林 , 1976). これ ら の キチ ョ ウ は 本 
研究 に 示し た 黄色 型 (温帯 グル ー プ ) で ある . 一 方 , 南西 諸島 の キチ ョ ウ に つい て は 縁 毛 色 が 褐色 の 個 
体 も あみ ら れる と いう 断片 的 な 報告 し か み ら れ な か っ た . し か し , 今回 の 野外 調査 に お いて , 亜熱帯 域 
に 属す る 南西 諸島 の 島 風 に は 黄色 型 の 他 に 褐色 型 (亜熱帯 グル ー プ ) が 分 布 す る こと , お よび 黄色 型 
と 褐色 型 の 分 布 は クラ イン と いう より は モザ イク 状 で ある こと が 明らか と な っ た . さら に , m 
(Kato, 2000a, b) で 報告 し た 沖縄 島 以外 に も , 多く の 地域 に お いて 両者 の 同 所 的 分 布 が 確認 され た . x 
た , 台湾 産 の キチ ョ ウ は 従来 か ら 明 瞭 な 黄色 の 緑 毛色 を 持つ こと が 示さ れ て いる (RI, 1960) が , 今 
回 の 調査 に お いて も この よう な 個体 を 確認 する こと が で きた . 一 方 , 台湾 に お ける 褐色 型 の 存在 は 白 
水 (1986) に より 示さ れ て いた が , 今回 の 調査 結果 は その こと を 裏付け る こと が で き , 両 型 が 台湾 に お 
いて も 同 所 的 に 分 市 し て いる こと が 明らか と な っ た . 


今回 調査 し た 南西 諸島 各地 の キチ ョ ウ に お いて も , 沖縄 島 の 場合 (加藤 , 1999; Kato, 2000a, b) と 同様 
に 季節 型 発現 の 変異 幅 (B スコ ア お よび M ス コア ) は , 縁 毛色 型 と 関連 し て いた . この こと は , 特に B 
スコ ア に つい て は 明 上 で あっ た . すなわち , 各地 の 黄色 型 に は スコ ア BS や B6 の よう な 黒 常 が 痕跡 的 
また は 消失 し た 秋 型 個体 が 出現 し た が , 褐色 型 で は スコ ア B4 の よう に 黒 帯 幅 は 細く な る が 前 贅 後 緑 
に いた る まで は っ きり と 残る 秋 型 個体 が 出現 する に 止ま っ た . 野外 に お いて 秋 型 個体 の 成虫 が 採集 
され な か っ た 地域 に つい て も , 秋 型 誘起 条件 で の 飼育 実験 か ら . それ ぞ れ の 緑 毛色 型 に 相当 する 秋 型 
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Fig. 10. Host plants and early stages of the brown type. A: Ormocarpum cochinchinense (Left, 
Ishigakijima; Right, Amami-Oshima). B: Kummerovia striata (Left & Right, Ishigakijima). 
C: Sesbania exaltata (Left, Yonagunijima. Right, Kohamajima). 


個体 の 存在 が 確認 され た . 


友 注 産 キ チョ ウ に お いて も 同様 な こと が あて は まり , 黄色 型 で は , 日 本 産 と 同様 に スコ ア BS や B6 の 
個体 が 出現 し た . この よう な 個体 は 台湾 産 の 蝶 類 図鑑 な ど に も 図示 きれ て いる GR, 1994) が , E 
と の 関係 = 注目 し て いる 文献 は 筆者 の 知る 限り 見 当たら な い . 一 方 , T BOT GREC 5 mitis EE [i] 
様 に . BS 以上 の スコ ア は み ら れ な か っ た . さら に , 裏面 の 掲 色 斑紋 (M スコ ア ) の 発現 幅 も 縁 毛 色 型 と 
関連 し て いた 


各 型 の キチ ョ ウ に よる 寄 王 利用 に つい て は , 台湾 を 除く 地域 を 主として 調査 し た . 両 型 の 幼生 期 の 形 
PETIA ER NA 1 2000a, b) 同様 に , PH S NTA REE LS C, 
型 と 密接 に 関係 し て いる こと が 確認 きれ た . すなわち , 黄色 型 は 主として メド ハギ の 他 に , ヒメ クマ 
ヤナ ギ な どの クロ ウメ モドキ 科 に 限定 され て いた . -- 方 . 褐色 型 は ハマ セン ナ や アメ リカ ツノ クサ ネ 
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Fig. 11. Host plants and early stages of the yellow type. A: Lespedeza cuneata (Left, Ishigakijima: 
Right, Tokashikijima). B: Berchemia lineata (Left, Yoronjima; Right, Ishigakijima). C: 
Sageretia theezans (Left & Right, Okinoerabujima). 


ftXKESBE UP BCHGu,TENLLBvUE uu mU 
コア B6 個体 ) で あり , 幼生 期 の ON NA し た が っ て , これ ら の 個体 は 
他 地域 (お そら く 中 国人 人 陸 な ど ) か ら の 一 時 的 な 移動 に よる も の と 才 え られ る (加藤 ,2000 み の ). 














"un uu ucc 
, 菓 色 型 は 確認 され て いな か っ た . し か し , 最近 この 島 の 北部 に お いて , 極め て 局所 的 で ある が 黄色 
PP と が 報告 きれ, その 幼生 期 や 舎 主 植物 の 存在 が 明らか と な っ た ( 浜 , 2003, 
2004). 今回 の 調査 に お いて も その 事実 が 確認 され た . 


興味 深い こと に ., UK RSBES SP 5-as ko ta dl Pur o に も か か わら ず ". 褐色 型 の 生息 は 確認 さ 
ig 黄色 型 の 個体 の み が RR B duc. WEDHA n 5 に は 得 色 型 が 生息 する こと を 考え 
, 不思議 で ある . 調査 し た 限り で は 、 uno e で ある ハマ セン ナ が ほとん ど と 分布 し て 
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Table 3. Host-plant species used by two types inhabiting Kyushu and South-western Islands. 
Fabaceae Rhamnoceae 
& V 
Host plant S $ Fa : S z ` S 9 
n ざさ U lg X ざ ご 
SS きき Ss SS SS AF SS SS SS EF き さ 
PET SS ŞS eg OS QS SEI SS ŞS SS SS ざき 
Ocalities OS OS UOS GS y X53 S N y ささ Q3 
Kagoshima-shi MY TH/Y H+/Y 
Okinoerabujima HHY H+/Y X 
Yoronjima H- ++/Y o HY +Y 
Tokashikijima + ォ +/ー +H/Y H+/Y 
Amami-Oshima ++/B ォ +/ー +/B ノー 
Kuroshima +H/B 
Kohamajima +H/B +H+/B 
Iriomotejima +H/B ++/B +/B + トト /- 
Yonagunijima +H+/B +/B ++/ー 
Tokunoshima  +H/B +H/Y +Y 
Okinawauma ++/B +H/B H+/Y MY +H/Y 
Kumejima +H+/B +Ht/B +H/Y 
Miyakojima HB H- +H/Y 
Ishigakijima +H/B HB +/B HB +HH/Y MY 。 HY 


Haterumajima  +H/B HY 








Abundance of host plants: ++ (common), + (less common), + (rare). 
B: Brown type. Y: Yellow type. — None. 
No marks: Host plants were not found in the field survey. 


な いた めで ある と 推測 され る . 一 方 , 褐色 型 が 生息 する 人 奄美 大 島 や 西表 島 に は 黄色 型 が 利用 し て いる 
メド ハギ が 広範 囲 に 分 布 し て いた に も か か わら ず , 卵 や 幼虫 は まっ た く 見 られ な か っ た . お そら く 黄 
色 型 は メド ハギ より も ヒメ クマ ヤナ ギ (これ ら の 分 布 は 確認 さき れ な か っ た ) を より 好む の か も 知れ な 
い . 


また , 今回 の 調査 に お いて 石垣 島 に お いて 温帯 日 本 で は 黄色 型 キ チョ ウ の 寄主 植物 と し て 知ら れ て 
いる ヤ ハ ズ ソ ウ (福田 他 , 1982) が , 褐色 型 の 寄主 と な っ て いた こと は 新しい 発見 で ある . 


台湾 に お ける キチ ョ ウ の 寄主 植物 と し て , マメ 科 , クロ ウメ モドキ 科 , トウ ダイ グ サ 科 に 属す る 種 が 
多数 報告 され て いる GR, 1960; 内 田 , 1991) が , 縁 毛色 型 と 関連 し て 食性 分 化 が 存在 し て いる か と い 
う 問題 に ほとん ど 往 意 が 向け られ て いな い . これ ら の 中 で マメ 科 の メド ハギ や クロ ウメ モドキ 科 の 
種 は 日 本 で は 黄色 型 に より 利用 きれ て いる . 今回 の 調査 で は 黄色 型 の 雌 に よる クロ ウメ モドキ 科 の 
タイ ワン クロ ウメ モドキ へ の 産卵 が 一 例 で ある が , 観察 され た . 一 方 , 亜熱帯 性 の マメ 科 の 種 や トゥ 
ダイ グ サ 科 の 種 は 褐色 型 に より 利用 され て いる 可能 性 が 高い . 白水 (1986) は 台湾 に お いて も タイ ワリ 
ンコ バン ノ キ な どの トウ ダイ グ サ 科 を 利用 する 緑 毛 が 褐 色 の 個体 を 多数 観 窪 し て , これ を 別種 と す 
べき か どう か 議論 し て いる (文献 で は タカ トウ ダイ 科 と 記述 きれ て いる が , これ は トウ ダイ グ サ 科 の 
誤り で あろ う ). フィ リピ ン 産 キチ ョ ウ に お いて も 前 次 縁 毛 色 は 褐色 で あり , その 寄主 植物 の 一 つと 
し て トウ ダイ クサ 科 の 種 が 知ら れ て いる (北村 , 私 信 ). また , 張 (1964) は 台湾 産 キ チョ ウ に お いて ., リ 
ュ ウ キュ ウ ク ロ ウメ モドキ 上 の キチ ョ ウ 幼 虫 を トウ ダイ グ サ で 飼育 し た と ころ , 摂 食 せ ず 死亡 する 
な どの 結果 を 報告 し て お り , 台湾 産 キ チョ ウ に も 我々 が 日 本 産 に お いて 示し た 緑 毛色 型 と 関連 し た 
寄主 利用 の 分 化 が お こっ て いる こと は 間違い な いで あろ う . 


E. ecggg の レク ト タ イ プ と の 比較 か ら , 日 本 の 南西 諸島 に 生息 する 褐色 型 の キナ チョウ は 縁 毛色 な ど 
の 特徴 に お いて リン ネ に よる 記載 に 用 いら れ た も の と 極め て 類似 し て お り , 他 の 南方 系 の 個体 群 と 
同様 に 種 ヵ ecgpe に 属す る こと が 示唆 され る . 中 国広 東 産 の キチ ョ ウ の 季節 型 変異 や 利用 寄主 に つい 
て は 不明 で ある が , 近隣 の 香港 や マレ ー シ ア な ど そ の 他 の 熱帯 域 に 分 布 す る キチ ナチ ョ ウ も 緑 毛 は 褐色 
で あり , 秋 型 ( 冬 型 ) 個体 の 前 次 表面 の 黒 常 幅 は 南西 諸島 産 の 褐色 型 と 同様 に 消失 し て お ら ず , 利用 寄 
主 に つい て も 褐色 型 の それ に 対応 する (Yata, 1995; 加藤 ・ 木 村 , 1994; 加藤 , 19995; 加藤 , 未 発表 観察) 
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Fig. 12. Lectotype, , of Papilio hecabe Linnaeus, 1758. Type locality: Canton, China. Arrows 
show the fringe region of forewing upperside. 
Figs 13-14. Syntypes of Terias hobsoni Butler, 1880. Type locality: Taiwan. 13. Male. 14. Female. 
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こと も この 考え を 支持 し て いる . 一 方 , 南西 諸島 を 含む 日 本 列島 本 土 に 生息 する 黄色 型 の キチ ョ ウ 
i£, fi hecabe と は 緑 毛色 や 斑紋 パタ ー ン の 出現 幅 の 点 で 区 別 さ れる . 特に , 典型 的 な 秋 型 個体 の 斑紋 
は 明瞭 に 異な る . し た が っ て , 黄色 型 の キチ ョ ウ 集 団 は 種 ecgpe と は 区 別 さ れる こと は 明らか で あ 
り , 我々 は これ を 独立 し た 種 Eurema sp.( 和 名 と し て は キタ キチ ョ ウ [ 新 称 ]) と し て 提案 する . どう し 
て る 種 小 名 を 使い た い 時 は ., 日 本 産 の 亜 種 名 と し て 用 いら れ て きた mandarina POrza, 1869 を 暫定 的 
に 使用 すれ ば いい で あろ う . し か し , 問題 は . この キタ キチ ョ ウ が 日 本 だ で だ け で は な く , 中 国 中 部 か ら 北 
部 に も 分 布 す る た め , この 地域 か ら 書 か れ た 亜 種 な ど 有 効 と 考え られ る 学名 と その タイ プ 標 本 を 検 
討 す る 必要 が ある こと で ある . さ し あ た り ., Ning-po (上 海 の 少 し 南 ) か ら 書 か れ た Terias anemone C. 
& R. Felder, 1862 な どの タイ プ の 検討 が 不可 欠 で ある . これ ら の 命名 法 上 の 検討 を 行い . その 結果 に 
基づい て キタ キチ ョ ウ に 相当 する 学名 を 近い 将来 提唱 する つも り で ある . 


HAET a YHE, Butler (1880) が 命名 し た hobsoni が 亜 種 名 と し て 用 いら れ て いる が , 今回 の 調 
査 か ら , 台湾 に も 季節 型 の 変異 と リン ク し た 黄色 型 と 褐色 型 が 同 所 的 に 分 布 し て お り , その 状況 は 南 
西 諸 島 の 場合 と 類似 する こと が 明らか で ある . 白水 (1960) は 台湾 産 キ チョ ウ の 緑 毛色 は 日 本 本 土産 
と 同様 に 黄色 で ある と 述べ て いる が , 今回 調査 し た ヵ opsog7 の タイ プ 標 本 が いずれ の 型 に 属す る か 
を , 縁 毛 色 や 慈 斑紋 パタ ー ン の 特徴 か ら 判 定 す る こと は で き な か っ た . し か し , 台湾 産 も キナ チョウ な . 
ヵ ecggeg と キタ キチ ョ ウ Eurema sp. と いう 別々 の 集団 か ら な る こと は 確実 で ある . この よう な 観点 の 
も と に , 今後 は 中 国 大 陸 な ど 東 アジ ア の キチ ョ ウ 個 体 群 に つい て の 詳細 な 研究 を 行う 予定 で ある . 
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Summary 
1. Geographic distribution of two types (brown and yellow) of Eurema hecabe (L.) was surveyed from 1995 


to 2004 in south-western Japan and Taiwan together with their seasonal wing morph and host plant species. 


2. In Amami-Oshima, Kuroshima, Kumejima, Taketomijima, Iriomotejima and Yonagunijima Islands, only 
butterflies of the brown type were found, while in Kagoshima Pref., and Okinoerabujima, Yoronjima and 
Tokashikijima Islands, only those of the yellow type were seen. 


3. The two types sympatrically occurred in Tokunoshima, Okinawajima, Miyakojima, Ishigakijima and 
Haterumajima Islands, and Taiwan. 


4. The fringe color types were linked with the expression of seasonal wing morph and host plant use in all 
populations examined, as shown in previous papers (Kato, 2000a, b). 


5. These results strongly suggest that the two types have differentiated at the species level. 


6. Examination of the lectotype of Papilio hecabe Lennaeus, 1758 revealed that it belongs to the brown type. 
It was concluded that butterflies of the yellow type should be treated not as a subspecies but as a separate 
species from Eurema hecabe. The correct scientiflc name for this latter species will be examined in a further 
paper in the near future. 
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